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計画に位置付けた数値指標の現況について

資料３



足立区地域公共交通計画について（振り返り）
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■計画策定までの流れ

令和２年１１月

令和５年１０月

令和６年５月

令和７年３月

計画の目指すべき将来像

前計画である総合交通計画に代わり令和７年３月に策定した足立区の地域公共交通分野に関するマスタープラン

■足立区地域公共交通計画とは

地域公共交通の活性化及び再生法の改正により、地域公共
交通計画の策定が努力義務化

長期的な公共交通の利用者減少や生活様式の変化を背景と
した法律の改定

自治体や交通事業者だけでなく、「地域の関係者」を
含めた多様な主体間での『連携・協働』について追記

地域公共交通計画策定及び進捗管理のための協議会である
『足立区地域公共交通活性化協議会』を発足

協議会での合議を受け、『足立区地域公共交通計画』策定

・５月、８月、１２月、３月の計４回協議会開催
・パブリックコメントの実施（→４８５件の意見あり）

・
・
・

持続可能な公共交通を実現する未来都市・あだち

～協働で支える地域公共交通～
みんな

将来像の達成に向け、計画においては１８個の取組と９個の数値指標を設定し、毎年度の協
議会の場で進捗を管理・議論することとしている。



足立区地域公共交通計画で設定した数値指標について
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■基準値
計画策定時の数値
※計画策定の段階において、令和６年１２月
の協議会で設定しており、その数値はほとんど
が令和５年度の実績または令和６年度上半期実績
から設定している

■中間目標
令和１１年度の数値（計画策定から５年後）

■長期目標
令和１６年度の数値（計画策定から１０年後）

今回の協議会においては、
令和７年度上半期までの実績を集計し、
設定した基準値と比較しました。
※数値の推移が確認できる指標のみを比較し
ています。
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足立区地域公共交通計画に位置付けた各数値指標の現況について
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■指標２：はるかぜ協働事業路線の１便あたりの平均利用者数

（人） 基準値

毎年同様の傾向

基準値（R6.10）と比較して、1便あたりの利用者数は減少傾向にあるが、毎年同様の利用状
況推移が確認されているため、引き続き数値の確認を行っていく。
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■指標３：はるかぜ協働事業の年間の収支率

（百万円）
基準値

収支率 34.3％ 収支率 33.7％

基準値と比較して、運行経費・運賃等収入ともにほぼ横ばいであったため、収支率の大きな変
動はみられなかった。

運行経費 運行経費

運賃等収入 運賃等収入
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■指標４：はるかぜ協働事業路線利用者一人当たりの区負担額

利用者一人当たりの区負担額の令和6年度実績は223円となった。基準値を設定した際の利用者
数と実績の利用者数に差があったため、利用者一人当たりの区負担額にも乖離がみられた。

（円）

基準値

【運行経費】
約2,900万/月

【運行経費】
約2,900万/月

【利用者数】
約14.5万人/月

【利用者数】
約12.9万人/月利用者数に

基準値と実績で大きな乖離



足立区地域公共交通計画に位置付けた各数値指標の現況について
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■指標５：通勤・通学等の交通利便性がいいと思う区民の割合

基準値（令和5年度実績）と比較すると、令和6年度は「通勤・通学等の交通利便性がいいと思
う」区民の割合は1.2％上昇し、中間目標である70.0％に近づいた。

（68.8％） （68.9％） （71.2％） （基準値：67.6％）（68.6％）

＋0.1％
＋2.3％ －3.6％ ＋1.2％
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■指標７：バス事業者における大型二種免許保有者の５０歳未満の割合

基準値（令和6年9月）と比較して、50歳未満の大型二種免許保有者割合は0.8％減少した一方で、
60歳～69歳においては0.8％増加しており、運転士の高齢化が進んでいる状況が再確認できた。

（基準値：36.4％） （35.6％）

合計
36.4％

合計
35.6％

0.8％減少



R5 R6 増減 R5 R6 増減 R5 R6 増減

常磐線快速 三河島→日暮里 30,804 30,804 0 42,160 42,420 +260 137 138 +1

常磐線各停 亀有→綾瀬 28,000 28,000 0 37,350 34,360 -2990 133 123 -10

青井→北千住 19,944 20,775 +831 30,712 30,353 -359 154 146 -8

東武鉄道 伊勢崎線 小菅→北千住 39,590 39,590 0 54,415 55,143 +728 137 139 +2

京成電鉄 京成本線 大神宮下→京成船橋 14,520 14,520 0 15,140 18,580 +3440 104 128 +24

日比谷線 三ノ輪→入谷 27,945 27,945 0 45,271 45,550 +279 162 163 +1

千代田線 町屋→西日暮里 44,022 44,022 0 66,033 65,153 -880 150 148 -2

赤土小学校前→西日暮里 4,788 4,887 +99 8,187 8,664 +477 171 177 +6

209,613 210,543 +930 299,268 300,223 +955 142.8 142.6 -0.2

ＪＲ東日本

つくば エクスプレス

東京地下鉄

合計

日暮里・舎人ライナー

路線 最混雑区間
輸送力（人） 輸送人員（人） 混雑率（％）
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足立区地域公共交通計画に位置付けた各数値指標の現況について
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■指標８：鉄道の平均混雑率

各路線ごとに見ると混雑率の増減が確認できるが、全体で見ると基準値（令和５年度）から大
幅な数値の増減は見られなかった。

基準値



1

計画に位置付けた取組の進捗状況について

資料４



足立区地域公共交通計画に位置付けた取組について
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取組１ 乗換利便性の向上

取組２ 待合環境の整備

取組３ 交通施設・車両のバリアフリー化

取組４ 鉄道の新線・延伸

取組５ 鉄道の混雑緩和

取組６ 路線情報等の利活用

取組７ デジタル情報機器の導入・多言語対応

取組８ 地域が主体となった地域内交通の導入支援

取組９ はるかぜ路線維持事業

取組１０ 新たなモビリティや移動サービスの導入

取組１１ 自動運転・AI配車等の導入

取組１２ 新技術導入による省力化

取組１３ 公共交通従事者の待遇改善

取組１４ 職場環境改善

取組１５ 公共交通従事者研修の実施

取組１６ 子ども向け広報啓発事業

取組１７ 低炭素型車両の導入

取組１８ モビリティ・マネジメント

足立区地域公共交通計画では、計画目標達成のため１８の取組を設定し、協議会の場で進捗管理をしていくこととしてい
ます。



足立区地域公共交通計画に位置付けた取組の進捗状況について
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■取組５：鉄道の混雑緩和

■抜本的な混雑緩和に向けた８両編成化事業
（首都圏新都市鉄道：つくばエクスプレス）

■オフピーク通勤・通学の促進

混雑緩和に向け、車両の８両編成化する事業を令和元
年度より実施しています。
８両編成化に合わせ、各駅のホーム延伸工事が進めら
れており、区内では、青井駅・六町駅の工事が既に完
了しています。

現在は北千住駅のホーム延伸工事を実施中であり、今
年度完了予定となっています。

現在は
６両編成

８両編成化に向けたホーム延伸部分
首都圏新都市鉄道(株)ＨＰより引用

区内を運行する鉄道６事業者のうち、５事業者（JR東
日本、京成電鉄(株)、首都圏新都市鉄道、東京メトロ、
東京都交通局）では、オフピーク時の通勤・通学の促
進についてＨＰ等で情報発信をしています。

また、足立区としても各事業者の取組の情報発信を実
施していきます。



足立区地域公共交通計画に位置付けた取組の進捗状況について
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■取組５：鉄道の混雑緩和

■バスを活用した日暮里・舎人ライナーの混雑緩和に向けた実証実験（東京都交通局＆足立区）

東京都交通局と足立区は、日暮里・舎人ライナーの更なる混雑緩和に向けて、相互で連携してバスを活用した実証
実験を実施します。現在予定している運行概要は以下のとおりです。

実施予定期間

令和７年１２月２２日～令和８年３月２７日の平日のみ
（土・日・祝及び１２月２９日～１月３日を除く）

運行ルート

江北駅前（乗車専用）
→西日暮里駅前（降車専用）→ 日暮里駅前（降車専用）

運行時間・便数

江北駅前発 ７時００分、７時２５分、７時４５分

利用対象者

日暮里・舎人ライナーの定期券利用者等
（見沼代親水公園駅～江北駅 ⇔ 西日暮里駅or日暮里駅）

その他

・乗車料金は無料
・費用については都と区で半額ずつの負担を予定
・詳細検討の過程の中で、実施スキーム変更の可能性あり



足立区地域公共交通計画に位置付けた取組の進捗状況について
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■取組１１：自動運転・AI配車等の導入

■足立区における自動運転の検討状況

国や都の補助金を考慮し
負担金を支出 外部発注

日立自動車株式会社

コンソーシアム協定

運行管理 車両整備 システム等提供 ３Ｄマップ作成

協定・覚書締結

令和８年度以降の自動運転の導入検討体制（予定）

令和７年９月 足立区と日立自動車で「自動運転バ
ス導入検討における基本的連携事項
に関する覚書」及び「実証実験ルー
ト検討に関する協定」を締結

令和７年１０月 実証実験ルート検討業務の事業者選定

▶令和７年度中に運行ルート検討
▶令和８年度に実証運行開始を目指す



足立区地域公共交通計画に位置付けた取組の進捗状況について
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■取組１６：子ども向け広報啓発事業

■区イベントで実施したバス運転士体験の実施状況

令和７年１０月１１日（土）のあだち区民祭り「Ａ－
Ｆｅｓｔａ」では、新日本観光自動車に協力していた
だき、バスの運転士体験を実施しました。

■区施設で実施した鉄道イベント

令和７年１１月８日、９日には、ギャラクシティにお
いて、JR東日本、東武鉄道の協力のもと、子ども向け
のおしごと体験や工作が楽しめる「あだち鉄道ミュー
ジアムスペシャル」を開催しました。



足立区地域公共交通計画に位置付けた取組の進捗状況について
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■取組１６：子ども向け広報啓発事業

■バスの乗り方教室・営業所見学会

▶１１月３日の開催状況（東武バスセントラル） ▶１１月９日の開催状況（日立自動車交通）



足立区地域公共交通計画に位置付けた取組の進捗状況について
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■取組１：乗換利便性の向上

■北綾瀬駅前交通広場の整備状況（Ｒ７.６開放済）

■サイクルアンドバスライドの利用促進（Ｒ７.６撮影）
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■取組２：待合環境の整備

■路線バス停留所環境整備費補助制度の対象拡充

停留所の環境整備費補助については、令和５年度の
制度創設後、現在まで活用実績がないため、事業者が
より活用しやすい制度となるよう見直しをしました。

工事中

既存補助メニュー

・バス停留所上屋整備事業

・バス停留所ベンチ整備事業

・バス停留所バスロケーションシステムデジタル表示
機器設置事業

追加補助メニュー

・バス停留所案内表示板多言語化事業
（案内板の他に、デジタル表示機器の設置も対象）

Ｒ８～

上記の新設または更新（撤去費用を含む）
に要する経費

対象経費

対象経費の１／２または２００万円のうち
低い金額

交 付 額
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■取組３：交通施設・車両のバリアフリー化

■ホームドアの設置状況

■ノンステップバスやＵＤタクシーの導入状況について

区内の各駅ではホームドア
の設置が進んでいます。

直近では、東武スカイツリ
ーライン西新井駅において、ホ
ホームドア設置の工事が進
められています。

【参考】区内の未設置駅
東武鉄道：堀切駅、牛田駅、大師前駅
京成電鉄：千住大橋駅、京成関屋駅
JR東日本：北千住駅（常磐線）

▶ノンステップバス

コミュニティバス「はるかぜ」においては、すべて
の路線でノンステップバスが運行しています。

路線バスにおいても着々とノンステップバスの導入
が進んでおり、区内を運行する車両のうち９割以上
がノンステップ化されています。

▶ユニバーサルデザインタクシー（ＵＤタクシー）

都内ではＵＤタクシーの導入が進んでおり、令和
６年度末で約２万台（前年度＋約３千台）が稼働
しています。
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■取組４：鉄道の新線・延伸

■メトロセブンの整備促進

■区イベントでのＰＲ活動（新線の周知活動）

区では、メトロセブンや地下鉄８号線の周知のため、
区主催のイベントにて広報活動を実施しています。

平成６年から３区（江戸川・葛飾・足立）の議会・行
政が一体となり、環七高速鉄道（メトロセブン）促進
協議会を設立し、実現に向けた活動を行っています。

令和７年度は７月２９日に
促進協議会を実施し、令和
６年度の事業・決算の報告
や、令和７年度の事業計画
に関する承認を行いました。
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■取組４：鉄道の新線・延伸

■つくばエクスプレスの延伸要望（秋葉原駅～東京駅）■地下鉄８号線

▶直近の取組状況

令和５年度：地下鉄８号線建設促進並びに誘致期成
同盟会に加入

令和６年度：地下鉄８号線ニュース（創刊号）を発行

▶今後の取組予定

令和７年度～令和９年度（予定）
押上～八潮区間の需要予測や費用対効
果等の検証委託を実施

令和８年１月：コロナのため、令和元年度以降開催を
見送っていた「地下鉄８号線整備促進
大会」の開催

（参考）令和元年度の整備促進大会開催状況

つくばエクスプレスと都心部・臨海地域地下鉄の接続
事業化を促進し、双方の利便性確保及び、首都圏北東
地域と都心部とを結ぶ鉄道の実現を目的として、令和
６年１２月２３日に『つくばエクスプレスと都心部・
臨海地域地下鉄の接続事業化促進期成同盟会[ＴＸ期
成同盟会]』を設立しました。

全１２自治体

▶令和７年度の取組状況

ＴＸ期成同盟会は、令和
７年６月２５日に首都圏
新都市鉄道へ「東京駅延
伸に係る要望書」を提出
しました。

全１１自治体

▶令和７年７月３１日

首都圏新都市鉄道は記者会見にて、東京駅延伸に係
る調査を実施予定である旨を発表しました。



足立区地域公共交通計画に位置付けた取組の進捗状況について
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■取組６：路線情報等の利活用

■主要なアプリ上での経路検索（バス路線）

■各鉄道事業者の路線情報

達成

令和７年９月時点で、主要な経路検索エンジン
（Googleマップ・Yahooマップ）において、区内の
全バス路線の経路検索が可能となりました。

区内を運行する鉄道６事業者は、ＨＰや自社アプリに
おいて、路線図や時刻表、列車の走行位置情報等を提
供しています。

各事業者のＨＰ等より引用



足立区地域公共交通計画に位置付けた取組の進捗状況について
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■取組７：デジタル情報機器の導入・多言語対応

■北綾瀬駅前交通広場へのスマートバス停設置

■各鉄道事業者による多言語対応

令和７年６月に交通開放された北綾瀬駅前交通広場の
整備に合わせ、朝日自動車が運行するはるかぜ２号の
北綾瀬駅バス停にスマートバス停を設置しました。

多言語対応

各鉄道事業者では、電光掲示板（発車標）や案内サイ
ンの多言語記載のほか、訪日外国人の対応用にタブレ
ット端末等に翻訳アプリを導入し、各駅、あるいは乗
務員等に携帯させています。

東京メトロでは、２０２５年の
デフリンピック開催にあわせ、
駅の構内アナウンスの音声を多
言語で文字表示できる「みえる
アナウンス」を導入しました。

東京メトロＨＰより引用



足立区地域公共交通計画に位置付けた取組の進捗状況について
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■取組８：地域が主体となった地域内交通の導入支援

■チョイソコ×せんじゅ（令和７年８月５日運行開始）

■花畑ぐるりん （令和７年１０月２０日運行開始）

達成



足立区地域公共交通計画に位置付けた取組の進捗状況について
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■取組９：はるかぜ路線維持事業

■令和６年度（協働事業１年目）の運行実績

（１）利用者数

約１５４万人（令和５年度比 約２％減）

（２）運行本数

２９９本（令和５年度比 約５.６％増）

（３）運賃等収入

約１.８億円

（４）運行経費

約５.３億円

■事業継続維持費の活用例

収支率

約３４％

車庫に新設したトイレ
（日立自動車交通）



足立区地域公共交通計画に位置付けた取組の進捗状況について
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■取組１０：新たなモビリティや移動サービスの導入

■グリーンスローモビリティの導入検討

■シームレスな移動サービスの導入検討

区では、日立自動車と協定を結び、令和７年度中に自
動運転車両の運行ルートの検証委託を行います。
委託の中では、自動運転のグリーンスローモビリティ
運行ルート検証も行い、今後の検討に向けた整理をし
ていきます。

PIX Moving社ＨＰより引用

日立自動車交通では、コミュニティバス「はるかぜ」
や晴海ライナーの１日乗車券について、電子チケット
をＲＹＤＥ株式会社が提供する『ＲＹＤＥ ＰＡＳＳ』
にて販売を開始しました。

このようなシームレスな移動サービス
に資する取組について、今後も運行事
業者と連携し検討を進めていきます。



足立区地域公共交通計画に位置付けた取組の進捗状況について
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■取組１２：新技術導入による省人化

■ＡＩを活用したバスの運行ダイヤの最適化 【実施中】

■鉄道事業における自動運転について（東武鉄道）

協働事業を実施している２事業者において、乗降カウ
ントセンサーから得られる利用状況や遅延等の情報を
活用し、最適な運行ダイヤへの改正に向け、検討を進
めています。

運行ダイヤ
最適化

東武鉄道では、省人化を目的として大師線（西新井～
大師前間）において、自動運転実現に向けた検証を進
めています。

２０２２年度には、自動運転に必要な前方障害物検知
システムの検証試験を行っております。
現在は、２０２６～２０２７年度に新型車両導入、２
０２８年度以降の検証運転実施に向けた準備を進めて
います。

目標とする自動運転の内容（東武鉄道ＨＰより引用）

添乗員は乗車
しているが
運転士は不要

※画像はイメージです。



足立区地域公共交通計画に位置付けた取組の進捗状況について
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■取組１３：公共交通従事者の待遇改善

■合同採用説明会の実施（平和橋教習所）

１１月２日（日）には、葛飾区にある平和橋教習所が
主催する『バス会社合同説明会＆バス運転体験』に江
戸川区、葛飾区、足立区の３区が後援として参加しま
した。

【イベント開催時のアンケート結果】

36%

13%13%

36%

2%
一般乗合バス

高速バス
観光バス

スクールバス

その他

問：バス運転士をやるとしたらどのような業務形態に
興味がありますか? ※複数回答可（Ｎ＝１１９）



足立区地域公共交通計画に位置付けた取組の進捗状況について
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■取組１４：職場環境改善

■職場環境整備

■カスタマーハラスメント対策

区内の交通事業者では、働きやすい職場環境実現に向
けた事業所等の整備が進められています。
最近では、朝日自動車の使用する六ツ木都住転回場に
おいて、乗務員が使用するトイレが更新されました。

近年、「カスハラ」の防止に関する意識が醸成されて
きており、区内の鉄道全６事業者においては、カスタ

マーハラスメント防止に係る基本
方針等を定めています。

また、東京都内においては、令和７
年４月１日から『東京都カスタマー
ハラスメント防止条例』が施行され
ました。

区としても事業者の取組について情
報発信を行っていきます。



足立区地域公共交通計画に位置付けた取組の進捗状況について
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■取組１５：公共交通従事者研修の実施

■各事業者の取組状況

▶安全教育の実施

各交通事業者においては、研修計画等に基づき、乗
務員や社員に対し安全教育を実施しています。

京成グループでは、手上げ式の
ベストマナー向上研修（ＢＭＫ）
を実施しており、令和７年４月～
令和７年１０月の期間で１０７名
の鉄道関係職員が受講しました。

また、令和７年１０月末時点で、約８００人いる駅
係員の９割以上がサービス介助士の資格を取得して
います。

▶ユニバーサルドライバー研修（ＵＤ研修）

（一財）全国福祉輸送サービス協会が実施している
ＵＤ研修については、令和６年度末時点で都内受講
者数が９万人を超えました。（前年度＋１万人）

▶接客・接遇研修

各バス事業者では接客・接遇サービス向上のため、
自社での研修や、（公財）エコロジーモビリティー
財団が行っている『交通サポーターマネージャー研
修』などに参加しています。



足立区地域公共交通計画に位置付けた取組の進捗状況について
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■取組１７：低炭素型車両の導入

■電気バスや燃料電池バスの導入

（参考）鉄道分野におけるＧＸの促進について

コミュニティバス「はるかぜ」では、現在４台のＥＶ
バスが導入され、区内を運行しています。
また、路線バスにおいても、一部の事業者において大
型のＥＶバスや燃料電池バスが導入されています。

国土交通省は令和７年９月の『鉄道分野のＧＸに関す
る官民研究会』において、「鉄道分野のＧＸに関する
基本的考え方」を取りまとめ、２０４０年度までに（
主要鉄道事業者全体で）２０１３年度比で２５％以上
のエネルギー使用量削減を目標としました。



足立区地域公共交通計画に位置付けた取組の進捗状況について
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■取組１８：モビリティ・マネジメント

■事業概要の一部変更（足立区）

変更前 公共交通ガイドマップの作成

変更後 イベント配布用のノベルティ作成

■変更理由
報道広報課が発行している「足立地図」や観光交流
協会が発行している地区別の観光マップなど、既に
類似している広報物が多くあるため、新たに公共交
通マップを作成することを中止しました。



公共交通従事者の待遇改善について
（バス事業者への支援策検討）

資料５



足立区地域公共交通計画に位置付けた取組の進捗状況について

2

■取組１３：公共交通従事者の待遇改善

■葛飾区の事例

補助事業① 住居手当・借上住宅費補助

補助の概要

主たる勤務地が区内営業所にある大型
自動車第二種免許保持者の住居手当及
び借上住宅を対象とし、１人（戸）あ
たり月額２万円を上限としてバス事業
者へ助成

補助事業② 人材募集ＰＲ等実施事業補助

補助の概要

インターネットや情報誌などへ求人広
告ポスター等の制作、採用イベントの
開催や採用セミナーへの出展など、バ
ス事業者が負担する人材募集に関する
活動に要した費用を補助

補助の金額
（予算範囲内）

区内路線バスの年間走行距離

区外含む全てのバス路線の年間走行距離

×
補助対象経費

×
５０％

■大阪府の事例

補助事業 大阪府路線バス人材確保事業補助

補助の対象
･府内に営業所が所在する路線バス事者
（定期観光運送事業者を除く）
･路線バス事業者を構成員に含む団体

補助の
対象事業

大阪府内の路線バス運転手の人材確保
を目的とした、国交省「交通ＤＸ・Ｇ
Ｘによる経営改善支援事業等補助金」
（国補助事業）に申請する下記の事業

①大型自動車第二種運転免許の取得
二種免許取得の為の教習、受験資格
や特例教習

②広報業務
・人材確保のための外部イベントへ
の参加、イベントの開催

・人材確保のためのPR資料の作成、
広告、採用サイトへの掲載等

③社外研修への参加及び社内研修開催
・運転業務に関係のある研修

（法令で受講が求められている研修・

講習は対象外です）



足立区地域公共交通計画に位置付けた取組の進捗状況について
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■取組１３：公共交通従事者の待遇改善

■バス事業者への支援策検討について

令和７年４月に実施したアンケート調査結果では下記のような支援策の希望があった。（複数回答可）

回答数 希望する支援策※

２ 採用広告活動や求人広告に係る費用に対する補助

１ 住居手当や引っ越し費用に対する補助

１ 新規採用者の定着に対する助成

１ 二種免許取得費用助成に対する補助

※「自治体主催の採用説明会の開催」など、取組内容と関係しないものを除く

検討の際に考慮するポイント

（１）区内における営業所の有無
補助の条件に『区内営業所の有無』を入れてしまうと、事業者の半数が補助を受けられなくなってしまう
（区内営業所あり：３者、区内営業所なし：３者）※東京都交通局を除く

（２）事業者によって区内に運行している系統数に大きな差がある
系統数が少ない事業者と多い事業者を比較すると、系統数の差が１０倍以上あることから、系統数や路線長
を補助額算出に用いる場合、補助に偏りが出てしまう可能性がある

（３）区の他部署で実施しているの支援策との調整・すみ分け
区の他部署（産業経済部）では既に中小企業向けに資格取得研修費補助を実施しており、そういった区他部
署の補助との重複を防ぐため、すみ分けをする必要がある

活用実績を踏まえ、効果的な
支援策を検討



1

地域内交通の運賃・運行計画等に係る地域公共交通分科
会の結果報告及び直近の利用状況について（花畑地区）

資料６



花畑地区における地域内交通検討の流れ

2

検討の流れ

地域との意見交換会や交通事業者へのヒアリングを通じ運行計画を検討
→検討の結果、タクシーではなく、バスのような定時定路線の交通手段導入の方向性で確定

地域との意見交換会を通じ、運行計画の大幅な変更（停留所数の増加等）

社会実験バスとして令和３年１０月から運行していたブンブン号が目標収支率に達せず運行終了に
なることを受け、花畑周辺地域において、バス業界の現状や地域内交通導入サポート制度に関する
勉強会を実施
→地域から新たな交通手段導入の要望

令和５年１２月

意見交換会で意見の挙がった病院や公共施設などを通るルートを設定し、試走会を実施令和６年１１月

地域住民（花畑地区交通協議会）・足立区・交通事業者の３者で協定を締結令和７年７月

分科会による協議を経て、運賃や運行計画などを決定令和７年８月

運行開始！令和７年１０月

【分科会参加者】
足立区、国土交通省関東運輸局、
関係住民の代表者、運行事業者、
東武バスセントラル



花畑地区における地域内交通について（概要）

3

運行概要

■交通手段の名称
花畑ぐるりん

■運行本数（令和７年１０月２０日～令和８年１月３１日）

上り：９本 ／ 下り９本

■運行日
～令和８年１月３１日 ▶ 月・水・金 （週３）

令和８年２月１日～ ▶ 月・火・水・金（週４）

■運行車両（乗車定員：６人）

■実証実験開始セレモニーの開催状況（Ｒ７.１０.１５）

■運行期間（予定）
令和７年１０月２０日～令和８年３月３１日

■事業主体
花畑地区交通協議会、足立区、交通事業者

■運行形態
定時定路線（決まった時間に決まった路線を運行）

■利用料金
１乗車あたり１００円/人（現金のみ）

■停留所数
上り：２１か所 ／ 下り２０か所



花畑地区における地域内交通の運行経路
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花畑地区における地域内交通の利用状況（速報）

■利用状況

利用件数：９９件（運行日数：４日分）

■日別の利用件数

■時間帯別の１便当たり利用者数（運行日数：４日分）

0.3

1.6
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0.5
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0.0 2.0 4.0

16時台

15時台

14時台

13時台

12時台

11時台

10時台

9時台

8時台

運行無し

運行無し

運行無し

運行無し

運行無し

【上り】
（桑袋団地→ベルクス・区民事務所方面）

【下り】
（ベルクス・区民事務所→桑袋団地方面）

■利用の傾向

（１）件数を比較すると、４日間すべてで上り方面の利用が多
くなっています。

（２）乗車は都営住宅周辺が多く、降車はベルクスや区民事務
所周辺が多い傾向です。

※実証実験開始前に懸念されていた、満車による乗り切れなか
った事象は上記４日間では発生していません。

平均
25件/日

33

18

30

18

上り

下り

5

■利用促進活動

利用促進のため、花畑地区交通協議会（地域住民）ではＨＰ等の
作成やイベントでの周知活動を行っています。

「◎時台」は◎時台に起点を出発した便を表します。

花畑地区交通協議会
ＨＰより引用
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地域内交通の利用状況について
（常東地区：チョイソコ×せんじゅ）

資料７



常東地区における地域内交通検討の流れ

2

検討の流れ

北千住駅東口～南千住駅間を結ぶバス路線（北千０１、０２系統）が令和６年３月に運行を終了す
ることに伴い、地域より株式会社アイシンが全国展開している「乗合型デマンド交通（チョイソコ
）」導入の要望

運行計画検討・地域内の交通事業者ヒアリングの実施

運賃に関する意見聴取、第２回合同調整会議の開催

アンケート調査実施→結果をもとに運行計画の変更を検討

運賃に関する意見聴取、第２回合同調整会議の開催、地域での登録会（５回以上）

令和５年１０月

北千住駅東口の地域（常東地区町会・自治会連合会管内）へアンケートを実施令和６年１～２月

地域住民・タクシー事業者・運行事業者（３社）・株式会社アイシンの４者で初の『合同調整会議』
を開催→運行計画の骨子について確認

令和６年１０月

地域住民・タクシー事業者・運行事業者（３社）・株式会社アイシンの４者で協定を締結
→３月１８日開催の分科会にて運行計画や運賃について協議のうえ決定

令和７年３月

運行開始令和７年８月



常東地区における地域内交通について（概要）

3

運行概要

■チョイソコ×せんじゅとは
事前予約に応じスポット間を運行する「乗合型デマ
ンドタクシー」の総称であり、『足立区地域内交通
サポート制度』を活用し、地域が主体となり実証実
験を開始した新たな交通手段

■利用料金
１乗車あたり２００円/人（現金のみ）

■運行時間
８時～１２時及び１３時～１５時

■運行日
火曜日・水曜日・木曜日（１１月から水曜日を追加）

■運行エリア
北千住駅の東側の地域

■乗降スポット数
運行エリア内に全５５か所
（１１月から新たに１１か所の乗降スポットを追加）

■運行車両

■実証実験開始セレモニーの開催状況（Ｒ７.７.１８）

■運行期間
令和７年８月５日～
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常東地区における地域内交通の利用状況について

4

■利用者登録の状況（令和７年９月末時点）

■登録者の地域分布

■利用目的（登録時アンケート結果）※複数回答可

登録者数：５５２人

108

98
100

79

58

52

エリア外
57

■登録者の年齢分布（ｎ＝５５２）

（人）

登録者の半数以上
が７０歳未満

回答数
106
286
142
162
193
169
118
102
1278

オ　荒天時の移動手段とするため
カ　ご自身や同居人等が急病時に利用するため
キ　料金が手ごろだと感じたため
ク　その他

合計

ア　通勤・通学のため
イ　病院等の通院のため
ウ　スーパー等に買い物のため
エ　趣味・娯楽等のため



時間帯 1日当たり

８時台 2.1 12.9%
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常東地区における地域内交通の利用状況について

5

■利用状況（令和７年８月～令和７年９月末）

■利用者の地域分布

■１日当たりの利用件数と乗合率の推移

利用件数：２８１件

16.7％

16.7％
18.3％

15.0％

10.0％

6.6％

エリア外
16.7％

■時間帯別の予約件数

（件）

乗合率
横ばい

※１件の予約で２人乗車する場合等があるため「１日当たりの利用件数」
と件数は一致しない



1

足立区デマンドタクシー「足タク」の
利用状況等について

資料８



足立区デマンドタクシー（足タク）の現在までの流れと運行概要

2

検討の流れ
平成３０年に実施した区の交通に関する意識調査の結果、「外出の移動時に不便を感じる割合」が高い地域として、入
谷・鹿浜周辺地域が挙げられた。
一方で、当該地域においては、バス路線はある程度充足している状況があった。
→デマンドタクシーなどのバス以外の多様な（新たな）交通手段の導入を検討する地域に位置付け

アンケート調査の結果をもとに、運行概要を検討

入谷・鹿浜周辺地区においてアンケート調査を実施令和５年１月

運行区域内のタクシー事業者４社と協定を締結令和６年３月

実証実験（１２月まで）を開始令和６年６月

実証実験を終了し、本格運行へ移行令和７年４月

ニュースを対象エリアへ全戸配布し、
子育て世帯が利用できる割引券を配布

実証実験期間を令和６年度末まで延長令和７年１２月

運行区域内の公共施設で出張登録会を開催

利用促進のため、アンケート調査を実施し、その結
果よりスポットの追加や運行方法の一部変更を実施

運行概要

■利用対象者
足タクの運行エリア（入谷・鹿浜等）にお住まいで
事前に利用者登録を完了させた方

■利用可能時間（日曜・塾実は除く）
８時～１７時（タクシー事業者により異なる）

■利用方法
①電話でタクシー事業者へ予約（利用の直前を想定）
↓
②利用者登録証を持参のうえ、乗車した場所で待機
↓
③乗車し、目的地まで移動→精算（現金のみ）

■利用料金
通常運賃＋メーター料金＜２，０００円 の場合
→利用者負担額：５００円

通常運賃＋メーター料金≧２，０００円 の場合
→利用者負担額：１，０００円

※高齢者や障がい者の利用料金割引あり
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足タクの利用状況について

3

■利用者登録の状況（令和７年１０月末時点）

■１日あたりの利用者数（実証実験開始～）

登録者数：１，８５８人

本格運行実証実験

（件）

■時間帯別の利用件数（直近６ヶ月） ■乗降スポット利用率ランキング（自宅を除く）

暑い時期はバスと同様利用件数が伸びる傾向

過去最高件数

2
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399
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（件）

利用の約７５％
は午前中 3.3%

4.7%

7.7%

15.2%

50.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

①舎人駅

④西新井大師西駅

㉖クリニックステーション舎人

⑨東京北部病院

⑧博慈会記念総合病院
⑧博慈会記念総合
病院

⑨東京北部病院

㉖クリニックステ
ーション舎人

⑳西新井大師西駅

①舎人駅

７０％以上は
病院利用
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今後のスケジュールについて

資料９



協議会の今後のスケジュールについて

2

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度

10月～12月 １月～３月 ４月～６月 ７月～９月 10月～12月 １月～３月 ４月～６月 ７月～９月 10月～12月 １月～３月 上半期 下半期

■今後のスケジュール（予定）

Ｒ８協議会開催
Ｒ９協議会開催

（中間検証）

調査期間

Ｒ１０協議会開催

計画改定準備

地域公共交通活性化協議会（分科会）の開催

・運行計画

・運賃設定

・バス停共用等

調査期間

地域公共交通活性化協議会（分科会）の開催

・常東地区の地域内交通の実証実験期間延長

・花畑地区の地域内交通の実証実験期間延長

状況に応じ、適宜分科会を開催

来年度以降の協議会では、令和８年度に改定が予定されている『東京における地域公共交通の基本方針』
との整合を図りながら計画の進捗状況確認や中間検証、計画改定の準備を進めていく。

【地域内交通】

【自動運転】


